




































































Study of a production process and 
materials of lanterns made of paper 
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　In this research we selected festivals which use traditional 
and characteristic festival lanterns in the areas along Japan 
Sea coast from Tohoku to Hokuriku regions, and conducted on-
site surveys of the materials and production processes of the 
festival lanterns through the interviews with those involved in 
the production. The next on-site research report will deal with 
the Tanabata festival in Murakami city, Niigata prefecture.
　Our main focus of this research report is the festival lanterns 
used in Tanabata floats at the Tanabata Festival in Murakami 
city, Niigata prefecture. We mainly report the result of 
questionnaires, conducted in 2014 on the site of the Murakami 
Festival and in the towns where the procession of the festival 
went around, about the tools and equipment used in the 
festival, and the field survey conducted in 2017 in the place of 
production interviewing people in charge of every town about 







































































































































































































































































































































































































































































































や NTT と連携し、19 台のおしゃぎりが巡行するコース


























第４号）第 68 条 低高圧架空電線の高さ（省令第 25 条）は、
平成25年３月14日に制定された。基準は以下の通りである。
第 68 条 低圧架空電線又は高圧架空電線の高さは、次の
各号によること。（省令第 25 条第１項関連）





































































































参考１：村上市：村上市史 民俗編 下巻，村上市，p.p454 ～ 456，1990
参考２：村上市教育委員会：村上まつりのしゃぎり行事総合調査報告書，p.p22 ～ 23，p.p394 ～ 402，2016.3





























注８： 紺惣染物店、七代目紺屋惣兵衛。幼名は熊蔵。平成６（1994）年に死去。享年 91 歳。染物業を営み、冬から春にかけての閑散期には、依頼され
た雪洞の絵や押絵、仏画などを手掛け、浄土宗総本山知恩院（京都市）にも仏画を納めている。大町以外では、鍛冶町、肴町、泉町の押絵も制
作している。
注９： 村上市役所調べによると、七夕まつり参加復活をした昭和 55（1980）年の世帯数と人口は 33 世帯 113 人、平成元（1989）年 29 世帯 78 人、平
成 11 年（1999）年 23 世帯 81 人、平成 21 年（2009）年 21 世帯 61 人、平成 29（2017）年 10 月現在、19 世帯 46 人となっており、この 38 年間
で大幅に減少していることが判った。おしゃぎりを巡行する 19 町のうち最も世帯数と人口の多いのは、羽黒町で 240 世帯 600 人となっている。
注 10： 村上市郷土資料館（通称：おしゃぎり会館）は昭和 57（1982）年に開館した。開館当初は、大工町、塩町、小国町、肴町のおしゃぎりが常設展
示され、平成 29（2017）年 10 月現在では、大町、大工町、上町のおしゃぎりが常設展示されている。
注 11： 三条市下田地区大谷地で生産されていた大谷地和紙は、江戸時代に村松藩の御用紙として使われた由緒ある和紙で、300 年以上の歴史を持つ唐
傘などにも使われていた良質で堅牢な和紙の産地だった。昭和 30（1955）年代に途絶えてしまった大谷地和紙を平成 21（2009）年に地元住民
らによって復活し、現在も大谷地和紙保存会で生産を続けている。
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